

















Shin KUBOTA . Longest appearance of juveniles of Coenobita spp. (Crustacea : Anomura) 
in 2015 at“Kitahama”beach in front of the Seto Marine Biological Laboratory, 
Kyoto University in Shirahama Town, Wakayama Prefecture, Japan 
はじめに 材料と 方法
オカヤドカリ類の自然分布の北限にあたる和歌山 京都大学瀬戸臨海実験所“北浜”船着き場の石組の西
県白浜町沿岸では，成長 ・成熟個体が通年は夏から秋 側に沿った幅50cm.長さ約 10mの範囲を調査区域 （砂




保田.20llb. 2015b）。 今巨l，“北浜”でこれまでで最長 中に保存し遺伝子解析用のサンプルとした。オカヤド
期間のオカヤドカリ類の幼体の出現が見られたので報告 カリ類は国指定の天然記念物なので，この調査は県と町
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